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論文の概要及び判定理由 

膜タンパク質は，情報伝達やエネルギー変換を始めとする重要な生体機能を担い，また創薬のタ

ーゲットの半数以上を占めることか ら，現代の生命科学研究における最も重要な研究対象の 1 つ

である。しかしながら，文字通り脂質二分子膜に存在する膜タンパク質は，疎水性の膜を貫くドメ

インに加えて，膜の外側にある水溶性ドメインもあわせもつため，機能を保持した膜タンパク質の

可溶化や人工膜への組込みは一般的に容易ではなく，構造や機能が解明された膜タンパク質の数は

非常に限られている。そこで本博士論文では，フッ素化両親媒性分子が際立った表面・界面物性を

示すことに着目し，膜タンパク質の構造・機能解析に用いることを目指して開発された新規部分フ

ッ素化リン脂質の膜物性の解析および膜タンパク質の再構成実験を行った。その結果，生理的温度

における部分フッ素化リン脂質膜は液晶相を示すこと，再構成した膜タンパク質バクテリオロドプ

シンは天然類似の構造と機能サイクルを有すること等を明らかにし，部分フッ素化リン脂質が生命

科学研究において有用である可能性を示した。 

この成果は学術的にも高く評価できるものであり，本研究内容を，博士（工学）の学位に値する

ものと判定した。 
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